
(57)【要約】

【課題】　内視鏡ないし内視鏡処置具の挿入が一度です

み、一人で操作でき、しかも簡単な構成でありながら容

易に病変部を持ち上げることができ、以てＩＴナイフ等

で筋層を穿孔することなく安全に病変部の切除を行うこ

とができる内視鏡処置具を提供すること。

【解決手段】　本発明の内視鏡処置具１０は、可撓性チ

ューブ１３内に配置された可撓性シース１５の先端に取

り付けられた第１の把持鉗子１２と、

　前記シース１５内を通された把持鉗子操作用ワイヤと

、

　前記可撓性チューブ１３内を通された弾力性がある固

定具操作用ワイヤと、

　前記可撓性チューブ１３の先端部側に配置され、前記

固定具操作用ワイヤの一方端部に設けられた病変部の周

囲組織を押圧ないしは把持して固定し得る固定具１１と

、

を備えている。

【選択図】　　　　図２

JP 2007-82845 A 2007.4.5



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 可 撓 性 チ ュ ー ブ 内 を 通 さ れ た 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の 把 持 鉗 子 と 、
　 前 記 シ ー ス 内 を 通 さ れ た 把 持 鉗 子 操 作 用 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ 内 を 通 さ れ た 弾 力 性 を 有 す る 固 定 具 操 作 用 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 先 端 部 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 固 定 具 操 作 用 ワ イ ヤ の 一 方 端 部 に 設 け
ら れ た 病 変 部 の 周 囲 組 織 を 押 圧 な い し は 把 持 し て 固 定 し 得 る 固 定 具 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 固 定 具 は 、 先 端 部 が 組 織 と の 当 接 面 積 が 大 き く な る よ う に 加 工 さ れ た 弾 力 性 が あ る
１ 本 な い し は 複 数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡
処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ は 、 三 脚 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視
鏡 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 固 定 具 の 先 端 部 は 、 前 記 １ 本 な い し は 複 数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ の 径 よ り も 大 径 の 球
状 部 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 球 状 部 は 、 前 記 １ 本 な い し は 複 数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ 自 体 が 球 状 に 加 工 さ れ た も の
又 は 前 記 １ 本 な い し は 複 数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 球 状 の プ ラ ス チ ッ
ク か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 固 定 具 は 、 第 ２ の 把 持 鉗 子 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置
具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 把 持 鉗 子 、 固 定 具 及 び 固 定 具 操 作 用 ワ イ ヤ は 、 少 な く と も 表 面 が 電 気 絶 縁 性 材 料 か
ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 （ Ｅ Ｍ Ｒ ） 等 に 使 用 す る 内 視 鏡 処 置 具 に 関 し 、 特 に 早
期 胃 癌 等 の 病 変 部 を 切 除 す る 際 に 病 変 部 を 隆 起 さ せ て 病 変 部 の 下 層 を 剥 離 し や す く す る 内
視 鏡 処 置 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 を 用 い て 早 期 胃 癌 等 の 病 変 部 を 切 除 す る こ と が 行 わ れ て
い た 。 こ の 早 期 胃 癌 等 の 病 変 部 を 切 除 す る 場 合 、 粘 膜 下 層 と 筋 層 と の 間 に 生 理 食 塩 水 を 注
入 し て 病 変 部 を 隆 起 さ せ 、 ス ネ ア や 高 周 波 ナ イ フ （ Ｉ Ｔ ナ イ フ ） を 用 い て 粘 膜 下 層 の 切 開
、 剥 離 を 行 っ て き た 。 こ の よ う な 早 期 胃 癌 等 の 病 変 部 の 典 型 的 な 切 除 方 法 を 図 ４ ～ 図 ６ を
用 い て 説 明 す る 。 な お 、 図 ４ （ ａ ） ～ 図 ４ （ ｄ ） は 従 来 の 病 変 部 を 切 除 中 の 操 作 を 示 す 斜
視 図 で あ り 、 図 ５ は 図 ４ （ ｂ ） の Ａ － Ａ 断 面 図 、 図 ６ は 図 ４ （ ｃ ） の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま ず 、 図 ４ （ ａ ） に 示 し た よ う に 内 視 鏡 下 に お い て 病 変 部 ３ １ の 周 囲 数 カ 所 に マ ー キ ン
グ ３ ２ を 施 し 、 次 い で 、 図 ４ （ ｂ ） 及 び 図 ５ に 示 し た よ う に 、 こ の マ ー キ ン グ ３ ２ 点 を 目
標 に し て 粘 膜 層 ３ ３ と 筋 層 ３ ４ と の 間 に 生 理 食 塩 水 ３ ５ を 適 宜 量 注 入 し て 病 変 部 ３ １ を 隆
起 さ せ る 。 そ の 後 、 図 ４ （ ｃ ） 及 び 図 ６ に 示 し た よ う に 、 Ｉ Ｔ ナ イ フ ３ ６ を 用 い て 病 変 部
３ １ の 周 囲 を 切 開 し 、 必 要 に 応 じ て 図 示 し な い 高 周 波 ナ イ フ 、 フ ッ ク ナ イ フ 等 に よ り 病 変
部 ３ １ と 筋 層 ３ ４ と を 剥 離 す る 。 そ し て 、 図 ４ （ ｄ ） に 示 し た よ う に 、 切 除 さ れ た 病 変 部
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３ １ を ス ネ ア ３ ７ を 用 い て 捕 獲 し 、 病 変 部 ３ １ を 内 視 鏡 を 引 き 抜 い て 回 収 す る 。 こ の 場 合
、 図 示 し な い 内 視 鏡 の 一 つ の 処 置 具 誘 導 チ ャ ン ネ ル か ら 生 理 食 塩 水 注 入 具 、 Ｉ Ｔ ナ イ フ 、
ス ネ ア 等 の 内 視 鏡 処 置 具 を 相 互 に 交 換 し て 挿 入 す る こ と に よ り 処 置 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の よ う な 生 理 食 塩 水 を 局 所 注 入 し て 病 変 部 を 隆 起 さ せ た 場 合 、 注 入
さ れ た 生 理 食 塩 水 は 時 間 の 経 過 と と も に 粘 膜 下 層 に 拡 散 す る の で 、 人 工 的 に 形 成 し た 粘 膜
隆 起 は 徐 々 に 平 坦 に な っ て 行 く 。 病 変 部 の 切 開 、 剥 離 に は 十 分 な 病 変 部 の 隆 起 が 必 要 で あ
り 、 こ の 病 変 部 の 隆 起 が 十 分 で な い と 筋 層 の 穿 孔 の 可 能 性 が 高 く な る 。 し た が っ て 、 病 変
部 を 切 除 す る 場 合 、 局 所 注 入 し た 生 理 食 塩 水 が 拡 散 し て 粘 膜 隆 起 が 平 坦 に な っ た 場 合 、 再
度 生 理 食 塩 水 を 局 所 注 入 し た り 、 水 分 保 水 能 力 の 高 い ヒ ア ル ロ ン 酸 を 局 所 注 入 し て 病 変 部
を 隆 起 さ せ る こ と が 行 わ れ て い る が 、 他 の 手 段 を 併 用 し て 隣 接 す る 筋 層 な い し は 正 常 組 織
と の 間 の 間 隔 を 広 げ る こ と も 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 た と え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 病 変 部 を 剥 離 し や す い 状 態 と す る た め に 、 磁 気 ア ン カ
ー と ク リ ッ プ と を 組 み 合 わ せ て 病 変 部 を 持 ち 上 げ る 磁 気 ア ン カ ー 誘 導 装 置 の 発 明 が 開 示 さ
れ て い る 。 そ こ で 、 以 下 に お い て こ の 下 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 磁 気 ア ン カ ー 誘 導
装 置 を 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。 な お 図 ７ は 胃 内 に お け る 磁 気 ア ン カ ー 誘 導 装 置 の 使 用 状 況
を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 磁 気 ア ン カ ー 誘 導 装 置 ４ ０ は 、 病 変 部 ４ １ に 取 り 付 け ら れ た ク リ ッ プ ４ ２ と 、 こ の
ク リ ッ プ ４ ２ に 対 し て 連 結 部 ４ ３ を 介 し て 取 り 付 け ら れ た 磁 気 ア ン カ ー ４ ４ と 、 外 部 か ら
磁 気 ア ン カ ー ４ ４ に 駆 動 力 を 与 え る 磁 気 誘 導 体 ４ ５ と を 備 え て い る 。 こ の 磁 気 ア ン カ ー 誘
導 装 置 ４ ０ は 次 の よ う な 操 作 に よ り 病 変 部 ４ １ を 持 ち 上 げ る 。 ま ず 、 従 来 の 方 法 と 同 様 に
し て 、 内 視 鏡 ４ ６ を 用 い て 病 変 部 ４ １ の 下 部 に 生 理 食 塩 水 ４ ７ を 注 入 す る こ と に よ り 病 変
部 ４ １ を 隆 起 さ せ る 。 次 い で 、 把 持 鉗 子 ４ ８ に よ っ て ク リ ッ プ ４ ２ を 病 変 部 ４ １ に 取 り 付
け る 。 次 い で 、 内 視 鏡 ４ ６ を 引 き 抜 き 、 把 持 鉗 子 ４ ８ に 磁 気 ア ン カ ー ４ ４ を 取 付 け 、 再 度
内 視 鏡 ４ ６ を 挿 入 し 、 外 部 の 磁 気 誘 導 体 ４ ５ を 操 作 す る こ と に よ り 磁 気 ア ン カ ー ４ ４ を 患
部 の 所 定 位 置 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 後 、 内 視 鏡 ４ ６ を 引 き 抜 き 、 把 持 鉗 子 ４ ８ に 連 結 部 ４ ３ を 取 付 け 、 再 度 内 視 鏡 ４ ６
を 挿 入 し 、 患 部 内 で 連 結 部 ４ ３ の 一 端 を ク リ ッ プ ４ ２ に 取 り 付 け る と と も に 連 結 部 ４ ３ の
他 端 を 磁 気 ア ン カ ー ４ ４ に 取 り 付 け る 。 こ の 状 態 で 外 部 か ら 磁 気 誘 導 体 ４ ５ を 操 作 し て ク
リ ッ プ ４ ２ を 引 っ 張 る こ と に よ り 病 変 部 ４ １ を 持 ち 上 げ る こ と が で き 、 こ の 状 態 で Ｉ Ｔ ナ
イ フ 等 に よ り 病 変 部 を 安 全 に 切 除 す る こ と が 可 能 と な る と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 下 記 特 許 文 献 ２ に は 、 図 ８ に 示 し た よ う に 、 １ 本 の 内 視 鏡 用 チ ャ ン ネ ル ５ １ と ２
本 の 処 置 具 誘 導 挿 入 具 チ ャ ン ネ ル ５ ２ を 有 す る 誘 導 チ ュ ー ブ ５ ３ を 使 用 し 、 ２ 本 の 処 置 具
誘 導 挿 入 具 チ ャ ン ネ ル ５ ２ か ら そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ た ２ 本 の 鉗 子 ５ ４ 、 ５ ５ に よ り 病 変 部 を
持 ち 上 げ 、 １ 本 の 内 視 鏡 用 チ ャ ン ネ ル ５ １ か ら 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 ５ ６ 内 を 通 さ れ た 電 気 メ
ス ５ ７ に よ り 病 変 部 を 切 除 す る 内 視 鏡 治 療 装 置 ５ ０ が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ０ ５ ２ ４ ７ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 、 段 落 ［ ０ ０ ２ ５ ］
～ ［ ０ ０ ３ ３ ］ 、 図 ６ ～ 図 １ １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ２ ５ ３ ０ ３ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 、 段 落 ［ ０ ０ １ ３ ］
～ ［ ０ ０ ２ ０ ］ 、 図 １ ～ 図 ４ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 内 視 鏡 処 置 具 ４ ０ は 、 ク リ ッ プ ４ ２ の
病 変 部 ４ １ へ の 取 付 け 、 ク リ ッ プ ４ ０ と 磁 気 ア ン カ ー ４ ４ と の 取 付 け 、 外 部 の 磁 気 誘 導 具
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４ ５ の 操 作 に よ り 磁 気 ア ン カ ー ４ ４ を 患 部 の 所 定 位 置 へ の 固 定 及 び 外 部 の 磁 気 誘 導 具 ４ ５
の 操 作 に よ る 病 変 部 の 持 ち 上 げ と い っ た 多 段 階 の 操 作 が 必 要 で あ り 、 ま た 磁 気 ア ン カ ー ４
４ の サ イ ズ が 大 き い た め に 病 変 部 ４ １ の 持 ち 上 げ ま で に 複 数 回 の 内 視 鏡 ４ ６ の 抜 き 差 し が
必 要 で あ り 、 し か も 、 外 部 の 磁 気 誘 導 具 ４ ５ の 操 作 に は 内 視 鏡 処 置 具 ４ ０ を 操 作 す る 人 が
操 作 す る こ と が で き な い た め に 、 別 の 人 が 操 作 す る 必 要 が あ る の で 、 操 作 が 煩 雑 で 手 間 が
か か る と い う 問 題 点 が 存 在 し て お り 、 現 在 は 一 般 的 に は 普 及 し て い な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る 内 視 鏡 治 療 装 置 ５ ０ は 、 ２ 本 の 処 置 具 誘 導 挿 入
具 チ ャ ン ネ ル ５ ２ か ら そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ た ２ 本 の 鉗 子 ５ ４ 、 ５ ５ に よ り 病 変 部 を 持 ち 上 げ
る よ う に し て い る が 、 こ の よ う な 構 成 で は 処 置 具 誘 導 挿 入 具 チ ャ ン ネ ル の 数 が 増 え た 分 だ
け 誘 導 チ ュ ー ブ ５ ３ の 外 径 が 大 き く な る た め 、 患 者 の 苦 痛 が 大 き く な る と い う 問 題 点 が 存
在 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 願 の 発 明 者 は 、 上 述 の よ う な 従 来 例 の 問 題 点 を 解 決 し 得 る 内 視 鏡 処 置 具 を 得 る べ く 種
々 検 討 を 重 ね た 結 果 、 ワ ニ 口 鉗 子 等 の 把 持 鉗 子 は 、 シ ー ス の 先 端 に 取 付 け ら れ て シ ー ス 内
を 通 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ に よ り 操 作 さ れ る も の で あ っ て 、 従 来 か ら 病 変 部 を 引 き 上 げ る た め
に 広 く 採 用 さ れ て い る が 、 こ の 把 持 鉗 子 と 病 変 部 の 周 囲 組 織 を 押 圧 な い し は 把 持 し て 固 定
し 得 る 小 型 の 固 定 具 を 同 一 の シ ー ス の 先 端 に 配 置 す る こ と に よ り 、 １ 本 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル
の み で 病 変 部 の 周 囲 組 織 の 固 定 と 病 変 部 の 持 ち 上 げ が 可 能 と な る の で 、 操 作 の 煩 雑 さ が 減
少 す る と 共 に 、 誘 導 チ ャ ン ネ ル の 直 径 を 大 き く す る 必 用 も な く な り 、 患 者 に 与 え る 苦 痛 も
減 ら す こ と が で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 な い し 内 視 鏡 処 置 具 の 挿 入 が 一 度 で す み 、 一 人 で 操 作 で き
、 し か も 簡 単 な 構 成 で あ り な が ら 容 易 に 病 変 部 を 持 ち 上 げ る こ と が で き 、 以 て Ｉ Ｔ ナ イ フ
等 で 筋 層 を 穿 孔 す る こ と な く 安 全 に 病 変 部 の 切 除 を 行 う こ と が で き る 内 視 鏡 処 置 具 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 上 記 目 的 は 以 下 の 構 成 に よ り 達 成 し 得 る 。 す な わ ち 、 請 求 項 １ に 係 る 内 視 鏡 処
置 具 の 発 明 は 、
　 可 撓 性 チ ュ ー ブ 内 を 通 さ れ た 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の 把 持 鉗 子 と 、
　 前 記 シ ー ス 内 を 通 さ れ た 把 持 鉗 子 操 作 用 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ 内 を 通 さ れ た 弾 力 性 を 有 す る 固 定 具 操 作 用 ワ イ ヤ と 、
　 前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 先 端 部 側 に 配 置 さ れ 、 前 記 固 定 具 操 作 用 ワ イ ヤ の 一 方 端 部 に 設 け
ら れ た 病 変 部 の 周 囲 組 織 を 押 圧 な い し は 把 持 し て 固 定 し 得 る 固 定 具 と 、
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 に お い て 、 前 記 固 定 具 は
、 先 端 部 が 組 織 と の 当 接 面 積 が 大 き く な る よ う に 加 工 さ れ た 弾 力 性 が あ る １ 本 な い し は 複
数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 に お い て 、 前 記 複 数 本 に
分 岐 し た ワ イ ヤ は 、 三 脚 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 に お い て 、 前 記 固
定 具 の 先 端 部 は 、 前 記 １ 本 な い し は 複 数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ の 径 よ り も 大 径 の 球 状 部 か ら
な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 に お い て 、 前 記 球 状 部 は
、 前 記 １ 本 な い し は 複 数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ 自 体 が 球 状 に 加 工 さ れ た も の 又 は 前 記 １ 本 な
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い し は 複 数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ た 球 状 の プ ラ ス チ ッ ク か ら な る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 に お い て 、 前 記 固 定 具 は
第 ２ の 把 持 鉗 子 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 内 視 鏡 処 置 具 に お い て 、
前 記 把 持 鉗 子 、 固 定 具 及 び 固 定 具 操 作 用 ワ イ ヤ は 少 な く と も 表 面 が 電 気 絶 縁 性 材 料 か ら な
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は 上 記 の よ う な 構 成 を 備 え る こ と に よ り 以 下 に 述 べ る よ う な 優 れ た 効 果 を 奏 す る
。 す な わ ち 、 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 固 定 部 に よ り 病 変 部 以 外 の 箇 所 を 動 か な い よ う に
固 定 で き る と と も に 把 持 鉗 子 に よ っ て 病 変 部 を 持 ち 上 げ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 １
本 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル の み で 病 変 部 の 周 囲 組 織 の 固 定 と 病 変 部 の 持 ち 上 げ が 可 能 と な る た め
、 Ｉ Ｔ ナ イ フ や フ ッ ク ナ イ フ 等 に よ る 病 変 部 の 切 開 が 容 易 と な り 、 筋 層 穿 孔 の 可 能 性 を 非
常 に 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 固 定 具 の 先 端 部 が 組 織 と の 当 接 面 積 が 大 き く な る よ う
に 加 工 さ れ て い る た め 、 病 変 部 の 周 囲 組 織 に 傷 を 与 え る こ と が 少 な く な る 。 ま た 、 こ の 固
定 具 は 一 本 な い し は 複 数 本 に 分 岐 し た 弾 力 性 が あ る ワ イ ヤ で あ る の で 、 単 に ワ イ ヤ で 病 変
部 の 周 囲 組 織 を 押 圧 す る と い う 簡 単 な 操 作 で 病 変 部 の 周 囲 組 織 を 動 か な い よ う に 固 定 す る
こ と が で き る よ う に な る 。 こ の 場 合 、 前 記 固 定 具 の 先 端 の 数 は 、 １ 本 な い し 複 数 本 に 分 岐
し て い て も よ く 、 Ｉ Ｔ ナ イ フ や フ ッ ク ナ イ フ 等 に よ る 切 開 の 容 易 性 と 固 定 具 に よ る 病 変 部
の 固 定 の 安 定 性 を 考 慮 の 上 で 適 宜 選 択 し 得 る が 、 余 り 多 す ぎ て も Ｉ Ｔ ナ イ フ や フ ッ ク ナ イ
フ 等 に よ る 切 開 を 行 う た め の 隙 間 が 少 な く な る た め 、 １ ～ ４ 本 程 度 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 負 数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ は 、 ３ 本 に 分 か れ て い る
い わ ゆ る 三 脚 で あ れ ば 病 変 部 の 周 囲 組 織 の 固 定 の 安 定 性 と Ｉ Ｔ ナ イ フ や フ ッ ク ナ イ フ 等 に
よ る 切 開 の た め の 隙 間 の 大 き さ か ら し て 最 も 好 ま し い 結 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 通 常 固 定 具 は 必 要 な 弾 力 性 を 与 え る た め に ス テ ン レ ス
ス チ ー ル 等 の 金 属 か ら 形 成 さ れ る が 、 固 定 具 の 先 端 部 は 、 組 織 と 当 接 す る 部 分 の 面 積 が 大
き く な る よ う に １ 本 な い し は 複 数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ の 径 よ り も 大 径 の 球 状 部 と さ れ て い
る た め 、 固 定 具 の 先 端 部 が 組 織 に 傷 を 与 え る こ と が 少 な く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 固 定 具 操 作 用 ワ イ ヤ 自 体 の 先 端 部 を 球 状 に 加 工 な い し
は 球 状 の プ ラ ス チ ッ ク を 取 り 付 け る こ と に よ り 簡 単 に 固 定 具 操 作 用 ワ イ ヤ の 先 端 部 を 前 記
１ 本 な い し は 複 数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ の 径 よ り も 大 径 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 固 定 具 自 体 が 第 ２ の 把 持 鉗 子 か ら な る の で 、 こ の 第 ２
の 把 持 鉗 子 で 病 変 部 の 周 囲 組 織 を 把 持 固 定 し 、 第 １ の 把 持 鉗 子 で 病 変 部 を 持 ち 上 げ る こ と
が で き る 。 そ の た め 、 病 変 部 の 周 囲 組 織 を 安 定 に 固 定 す る こ と が で き る の で 、 Ｉ Ｔ ナ イ フ
や フ ッ ク ナ イ フ 等 に よ る 病 変 部 の 切 開 が よ り 容 易 と な り 、 筋 層 穿 孔 の 可 能 性 も よ り 少 な く
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 Ｉ Ｔ ナ イ フ 等 に は 高 周 波 電 流 が 流 れ て い る か ら 、 前 記 把 持 鉗
子 、 固 定 具 及 び 固 定 具 操 作 用 ワ イ ヤ は 、 全 体 が 絶 縁 性 材 料 か ら で き て い る も の 、 あ る い は
、 表 面 が 電 気 的 絶 縁 性 材 料 で 被 覆 さ れ て い る も の を 使 用 す れ ば 、 Ｉ Ｔ ナ イ フ 等 と 接 触 す る
こ と に よ る 短 絡 や 発 熱 の 虞 が 少 な く な り 、 安 全 性 が 非 常 に 向 上 す る と と も に 、 患 者 の 正 常
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組 織 に 与 え る 悪 影 響 も 少 な く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 願 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 実 施 例 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 た だ し 、
以 下 に 示 す 実 施 例 は 、 本 発 明 の 技 術 思 想 を 具 体 化 す る た め の 内 視 鏡 処 置 具 を 例 示 す る も の
で あ っ て 、 本 発 明 を こ の 実 施 例 に 特 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な く 、 本 発 明 は 特 許 請
求 の 範 囲 に 示 し た 技 術 思 想 を 逸 脱 す る こ と な く 種 々 の 変 更 を 行 っ た も の に も 均 し く 適 用 し
得 る も の で あ る 。 な お 、 以 下 の 実 施 例 に お い て は 、 図 ４ ～ 図 ６ に 示 し た 従 来 例 と 同 一 の 構
成 部 分 に は 同 一 の 参 照 符 号 を 付 与 し て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 実 施 例 １ と し て 、 把 持 鉗 子 と 病 変 部 の 周 囲 組 織 を 押 圧 な い し は 把 持 し て 固 定 し 得 る 固 定
具 と し て の 三 脚 と を 組 み 合 わ せ た 内 視 鏡 処 置 具 に つ い て 、 図 １ 及 び 図 ２ を 用 い て 説 明 す る
。 な お 、 図 １ は 実 施 例 １ の 内 視 鏡 処 置 具 の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ り 、 図 １ （ ａ ） は 図 示 し
な い 内 視 鏡 の 処 置 具 チ ャ ン ネ ル か ら 突 き 出 し た 状 態 の 内 視 鏡 処 置 具 を 示 す 図 で あ り 、 図 １
（ ｂ ） は 把 持 鉗 子 及 び 三 脚 を 押 し 出 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 実 施 例 １ の 内
視 鏡 処 置 具 を 用 い て 担 癌 粘 膜 の 切 開 、 剥 離 を 行 う 際 の 各 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 内 視 鏡 処 置 具 １ ０ は 、 図 １ （ ａ ） に 示 し た よ う に 、 従 来 か ら 知 ら れ て い る 三 脚 １ １
の 操 作 用 ワ イ ヤ （ 図 示 せ ず ） と 把 持 鉗 子 １ ２ の シ ー ス １ ５ と を 同 一 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ １ ３
内 に 挿 入 し た 構 成 を 備 え て い る 。 こ の 三 脚 １ １ は 、 弾 力 性 を 有 す る 細 い ス テ ン レ ス ス チ ー
ル 製 ワ イ ヤ の 先 端 に 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 製 の ビ ー ズ を 取 り 付 け る こ と に よ り 球 状 部 １ ４ が
形 成 さ れ て 組 織 と の 接 触 面 積 が 広 く な る よ う に さ れ て い る と と も に 、 表 面 全 体 が 電 気 絶 縁
性 塗 料 等 の 電 気 的 絶 縁 性 材 料 で 被 覆 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 三 脚 １ １ が 可 撓 性 チ ュ ー ブ
１ ３ か ら 押 し 出 さ れ る と 、 図 １ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 所 定 長 さ に 渉 っ て 互 い に 先 端 部 が
開 く よ う に 予 め 成 形 加 工 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 す な わ ち 、 内 視 鏡 処 置 具 １ ０ は 、 最 初 に 三 脚 １ １ を 可 撓 性 チ ュ ー ブ １ ３ 側 へ 引 き 込 む と
三 脚 １ １ の 先 端 側 の 球 状 部 １ ４ は 把 持 鉗 子 １ ２ の シ ー ス １ ５ の 周 囲 に 接 触 す る 状 態 と な る
の で 、 そ の 後 に 把 持 鉗 子 １ ２ を 可 撓 性 チ ュ ー ブ １ ３ 側 ま で 引 き 込 む と 、 図 １ （ ａ ） に 示 し
た よ う に 、 三 脚 １ １ 及 び 把 持 鉗 子 １ ２ と も に 可 撓 性 チ ュ ー ブ １ ３ の 出 口 近 傍 に 集 合 し た 状
態 と な る 。 こ の 図 １ （ ａ ） に 示 し た 状 態 の 内 視 鏡 処 置 具 １ ０ を 、 予 め 患 者 の 体 内 に 挿 入 さ
れ た 内 視 鏡 の 処 置 具 チ ャ ン ネ ル （ 図 示 せ ず ） へ 挿 入 し 、 患 部 の 近 傍 で 内 視 鏡 先 端 部 か ら 突
き 出 さ せ 、 図 示 し な い 手 元 の 把 持 鉗 子 用 ハ ン ド ル を 操 作 し て 把 持 鉗 子 １ ２ を 押 し 出 し た 後
、 同 じ く 三 脚 用 ハ ン ド ル を 操 作 し て 三 脚 １ １ を 押 し 出 す と 、 図 １ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、
三 脚 １ １ は そ の 弾 力 に よ り 予 め 成 形 加 工 さ れ て い た 箇 所 を 中 心 と し て 先 端 が 広 が る 。 な お
、 把 持 鉗 子 １ ２ は 、 図 示 し な い 把 持 監 視 用 ハ ン ド ル を 操 作 す る こ と に よ り 把 持 鉗 子 １ ２ に
接 続 さ れ て い る 同 じ く 図 示 し な い 操 作 ワ イ ヤ を 介 し て そ の 開 閉 が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 内 視 鏡 処 置 具 １ ０ を 用 い た 病 変 部 の 切 開 、 剥 離 は 図 ２ に 示 し た よ う に し て 行 わ れ る
。 す な わ ち 、 図 ２ （ ａ ） に 示 し た よ う に 、 粘 膜 層 ３ ３ の 一 部 に 担 癌 粘 膜 か ら な る 病 変 部 ３
１ が 存 在 す る 場 合 、 従 来 例 の 場 合 と 同 様 に し て 粘 膜 層 ３ ３ 及 び 筋 層 ３ ４ の 間 に 生 理 食 塩 水
３ ５ を 注 入 し 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 粘 膜 層 ３ ３ と 筋 層 ３ ４ と の 間 を 剥 離 す る 。 次 い
で 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 し た よ う に 、 内 視 鏡 処 置 具 １ ０ を 操 作 し て 把 持 鉗 子 １ ２ を 押 し 出 し て
こ れ を 開 い て 病 変 部 ３ １ に 当 接 し た 後 、 把 持 鉗 子 １ ２ を 軽 く 閉 じ て 病 変 部 ３ １ を 把 持 す る
。 こ の 状 態 で 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 し た よ う に 、 三 脚 １ １ を 押 し 出 し 、 三 脚 １ １ の 先 端 の 球 状
部 １ ４ を 病 変 部 ３ １ の 周 囲 の 組 織 に 当 接 す る よ う に す る 。 こ の 球 状 部 １ ４ の 存 在 に よ り 、
三 脚 １ １ の 先 端 部 と 正 常 組 織 と の 間 の 接 触 面 積 が 大 き く な る た め 、 三 脚 １ １ の 先 端 が 組 織
を 貫 通 す る 虞 が な く な る 。 ま た 、 三 脚 １ １ は 弾 力 性 の あ る ス テ ン レ ス ス チ ー ル 等 か ら 形 成
さ れ て い る の で 、 三 脚 １ １ の 押 し 出 し 距 離 を 適 宜 調 節 す る こ と に よ り 正 常 組 織 が 動 か な い
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よ う に 固 定 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 状 態 で 把 持 鉗 子 用 ハ ン ド ル を 操 作 し て 病 変 部 ３ １ を 僅 か に 持 ち 上 げ る と 、 図 ２ （ ｅ
） に 示 し た よ う に 、 病 変 部 ３ １ と 筋 層 ３ ４ と の 間 隔 を 大 き く す る こ と が で き る 。 こ の よ う
な 状 態 と な し た 後 に 、 図 １ ０ ～ 図 １ ２ に 示 し た 従 来 例 の 場 合 と 同 様 に し て 、 三 脚 １ １ の 隙
間 か ら Ｉ Ｔ ナ イ フ な い し フ ッ ク ナ イ フ 等 に よ り 病 変 部 ３ １ を 切 開 、 剥 離 す る こ と が で き 、
切 り 取 っ た 病 変 部 は 必 要 に 応 じ て 把 持 鉗 子 １ ２ に 把 持 さ せ た ま ま 外 部 へ 取 り 出 し て 回 収 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 場 合 、 把 持 鉗 子 １ ２ と し て は 通 常 金 属 製 の も の が 多 く 使 用 さ れ て い る が 、 Ｉ Ｔ ナ イ
フ 等 に 触 れ る 虞 が あ る の で 、 発 熱 防 止 な い し は 短 絡 に よ る 組 織 損 傷 防 止 等 の 目 的 で 表 面 を
電 気 絶 縁 性 材 料 で 被 覆 な い し は 電 気 絶 縁 性 材 料 か ら な る も の を 使 用 し た 方 が よ い 。 ま た 、
こ の 実 施 例 で は 病 変 部 の 周 囲 組 織 を 押 圧 な い し は 把 持 し て 固 定 し 得 る 固 定 具 と し て 三 脚 を
使 用 し た 例 を 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 一 脚 な い し 二 脚 も 使 用 し 得 る し 、 四 脚 な い し そ れ
以 上 の 脚 を 有 し て い る も の も 使 用 し 得 る 。 し か し 、 脚 の 数 が 少 な い と 組 織 固 定 能 力 が 劣 り
、 脚 の 数 が 多 い と 組 織 固 定 能 力 は 向 上 す る が 脚 間 の 隙 間 が 狭 く な る の で 病 変 部 の 切 開 、 剥
離 を 行 い 難 く な る た め 、 三 脚 が 最 も 好 ま し い 。 さ ら に 、 本 実 施 例 で は 三 脚 １ １ の 先 端 の 球
状 部 １ ４ と し て は プ ラ ス チ ッ ク 製 の ビ ー ズ か ら な る も の を 使 用 し た が 、 こ の プ ラ ス チ ッ ク
製 の ビ ー ズ に 換 え て １ 本 な い し は 複 数 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ 自 体 を 球 状 に 加 工 し た も の を 用
い て も よ い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 実 施 例 ２ と し て 、 第 １ の 把 持 鉗 子 と 病 変 部 の 周 囲 組 織 を 押 圧 な い し は 把 持 し て 固 定 し 得
る 固 定 具 と し て の 第 ２ の 把 持 鉗 子 と を 組 み 合 わ せ た 内 視 鏡 処 置 具 に つ い て 、 図 ３ を 用 い て
説 明 す る 。 な お 、 図 ３ は 実 施 例 ２ の 内 視 鏡 処 置 具 ２ ０ の 動 作 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ （
ａ ） は 図 示 し な い 内 視 鏡 の 処 置 具 チ ャ ン ネ ル か ら 突 き 出 し た 状 態 の 内 視 鏡 処 置 具 ２ ０ を 示
す 図 で あ り 、 図 ３ （ ｂ ） は 第 ２ の 把 持 鉗 子 に よ り 周 囲 組 織 を 把 持 固 定 す る と と も に 第 １ の
把 持 鉗 子 に よ り 病 変 部 を 持 ち 上 げ た 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ 及 び 図 ２ と 同 一 の 構 成 部 分
に は 同 一 の 参 照 符 号 を 付 与 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 実 施 例 ２ の 内 視 鏡 処 置 具 ２ ０ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 図 １ に 示 し た 実 施 例 １ の 内
視 鏡 処 置 具 １ ０ と は 三 脚 １ １ に 換 え て 第 ２ の 把 持 鉗 子 ２ ２ を 備 え て い る 点 で 相 違 し て い る
。 す な わ ち 、 こ の 内 視 鏡 処 置 具 ２ ０ は 、 第 １ の 把 持 鉗 子 １ ２ の シ ー ス １ ５ と 第 ２ の 把 持 鉗
子 ２ ２ の シ ー ス ２ ５ と を 同 一 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ １ ３ 内 に 挿 入 し た 構 成 を 備 え て い る 。 そ し
て 、 第 ２ の 把 持 鉗 子 ２ ２ の シ ー ス ２ ５ は 、 第 １ の 把 持 鉗 子 １ ２ を 可 撓 性 チ ュ ー ブ １ ３ 側 へ
引 き 込 ん だ と き に こ の 第 １ の 把 持 鉗 子 １ ２ の 周 囲 を 迂 回 し て 第 ２ の 把 持 鉗 子 が 第 １ の 把 持
鉗 子 の 前 方 へ 位 置 す る よ う に 予 め 成 形 処 理 さ れ て い る と と も に 、 第 ２ の 把 持 鉗 子 ２ ２ を 可
撓 性 チ ュ ー ブ １ ３ か ら 押 し 出 し た と き に は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 把 持 鉗 子 １
２ か ら 外 方 へ 位 置 す る よ う に 予 め 成 形 処 理 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 内 視 鏡 処 置 具 ２ ０ を 用 い た 病 変 部 の 切 開 、 剥 離 は 、 次 の よ う に し て 行 わ れ る 。 ま ず
、 従 来 例 の 場 合 と 同 様 に 粘 膜 層 ３ ３ 及 び 筋 層 ３ ４ の 間 に 生 理 食 塩 水 ３ ５ を 注 入 し て 粘 膜 層
３ ３ と 筋 層 ３ ４ と の 間 を 剥 離 す る 。 次 い で 、 ま ず 第 ２ の 把 持 鉗 子 ２ ２ を 押 し 出 し た 後 、 図
示 し な い 第 ２ の 把 持 鉗 子 用 ハ ン ド ル を 操 作 し て 第 ２ の 把 持 鉗 子 ２ ２ を 開 い て 病 変 部 ３ １ の
周 囲 の 組 織 に 当 接 さ せ 、 再 度 第 ２ の 把 持 鉗 子 用 ハ ン ド ル を 操 作 し て 把 持 鉗 子 ２ ２ を 閉 じ て
、 図 ３ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 病 変 部 ３ １ の 周 囲 の 組 織 を 把 持 、 固 定 す る 。 次 い で 、 図 示
し な い 第 １ の 把 持 鉗 子 用 ハ ン ド ル を 操 作 し て 第 １ の 把 持 鉗 子 １ ２ を 開 い て 病 変 部 ３ １ に 当
接 さ せ 、 再 度 第 １ の 把 持 鉗 子 用 ハ ン ド ル を 操 作 し て 把 持 鉗 子 １ ２ を 閉 じ て 病 変 部 ３ １ を 把
持 す る 。 こ の 状 態 で 把 持 鉗 子 用 ハ ン ド ル を 操 作 し て 病 変 部 ３ １ を 僅 か に 持 ち 上 げ る と 、 図
３ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 病 変 部 ３ １ と 筋 層 ３ ４ と の 間 隔 を 大 き く す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う な 状 態 と な し た 後 に 、 図 １ ０ ～ 図 １ ２ に 示 し た 従 来 例 の 場 合 と 同 様 に し て 、 Ｉ
Ｔ ナ イ フ な い し フ ッ ク ナ イ フ 等 に よ り 病 変 部 ３ １ を 切 開 、 剥 離 す る こ と が で き 、 切 り 取 っ
た 病 変 部 は 必 要 に 応 じ て 第 １ の 把 持 鉗 子 １ ２ に 把 持 さ せ た ま ま 外 部 へ 取 り 出 し て 回 収 す る
こ と が で き る 。 こ の 実 施 例 ２ の 内 視 鏡 処 置 具 ２ ０ の 場 合 も 、 Ｉ Ｔ ナ イ フ 等 に 触 れ る 虞 が あ
る の で 、 感 電 防 止 な い し は 短 絡 に よ る 組 織 損 傷 防 止 等 の 目 的 で 第 １ の 把 持 鉗 子 １ ２ 及 び 第
２ の 把 持 鉗 子 ２ ２ と も に 表 面 を 電 気 絶 縁 性 材 料 で 被 覆 な い し は 電 気 絶 縁 性 材 料 か ら な る も
の を 使 用 し た 方 が よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 内 視 鏡 処 置 具 の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ り 、 図 １ （ ａ ） は 図 示 し な い 内
視 鏡 の 処 置 具 チ ャ ン ネ ル か ら 突 き 出 し た 状 態 の 内 視 鏡 処 置 具 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ （ ｂ ）
は 把 持 鉗 子 及 び 三 脚 を 押 し 出 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ （ ａ ） ～ 図 ２ （ ｅ ） は 実 施 例 １ の 内 視 鏡 処 置 具 を 用 い て 担 癌 粘 膜 の 切 開 、 剥
離 を 行 う 際 の 各 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 ２ の 内 視 鏡 処 置 具 ２ ０ の 動 作 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ （ ａ ） は 図 示 し な
い 内 視 鏡 の 処 置 具 チ ャ ン ネ ル か ら 突 き 出 し た 状 態 の 内 視 鏡 処 置 具 ２ ０ を 示 す 図 で あ り 、 図
３ （ ｂ ） は 第 ２ の 把 持 鉗 子 に よ り 周 囲 組 織 を 把 持 固 定 す る と と も に 第 １ の 把 持 鉗 子 に よ り
病 変 部 を 持 ち 上 げ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ （ ａ ） ～ 図 ４ （ ｄ ） は 従 来 の 病 変 部 を 切 除 中 の 操 作 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ （ ｂ ） の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ （ ｃ ） の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 例 の 胃 内 に お け る 磁 気 ア ン カ ー 誘 導 装 置 の 使 用 状 況 を 示 す 図 で あ る
【 図 ８ 】 別 の 従 来 の 内 視 鏡 治 療 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ ０ 、 ２ ０ 　 　 内 視 鏡 処 置 具
１ １ 　 　 三 脚
１ ２ 、 ２ ２ 　 　 把 持 鉗 子
１ ３ 　 　 可 撓 性 チ ュ ー ブ
１ ４ 　 　 球 状 部
１ ５ 、 ２ ５ 　 　 シ ー ス
３ １ 　 　 病 変 部
３ ２ 　 　 マ ー キ ン グ
３ ３ 　 　 粘 膜 層
３ ４ 　 　 筋 層
３ ５ 　 　 生 理 食 塩 水
３ ６ 　 　 Ｉ Ｔ ナ イ フ
３ ７ 　 　 ス ネ ア
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(9) JP 2007-82845 A 2007.4.5



【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 30日 (2005.9.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま ず 、 図 ４ （ ａ ） に 示 し た よ う に 内 視 鏡 下 に お い て 病 変 部 ３ １ の 周 囲 数 カ 所 に マ ー キ ン
グ ３ ２ を 施 し 、 次 い で 、 図 ４ （ ｂ ） 及 び 図 ５ に 示 し た よ う に 、 こ の マ ー キ ン グ ３ ２ 点 を 目
標 に し て 粘 膜 層 ３ ３ と 筋 層 ３ ４ と の 間 に 生 理 食 塩 水 ３ ５ を 適 宜 量 注 入 し て 病 変 部 ３ １ を 隆
起 さ せ る 。 そ の 後 、 図 ４ （ ｃ ） 及 び 図 ６ に 示 し た よ う に 、 Ｉ Ｔ ナ イ フ ３ ６ を 用 い て 病 変 部
３ １ の 周 囲 を 切 開 し 、 必 要 に 応 じ て 図 示 し な い 高 周 波 ナ イ フ 、 フ ッ ク ナ イ フ 等 に よ り 病 変
部 ３ １ と 筋 層 ３ ４ と を 剥 離 す る 。

こ の 場 合 、 図 示 し
な い 内 視 鏡 の 一 つ の 処 置 具 誘 導 チ ャ ン ネ ル か ら 生 理 食 塩 水 注 入 具 、 Ｉ Ｔ ナ イ フ 、 ス ネ ア 等
の 内 視 鏡 処 置 具 を 相 互 に 交 換 し て 挿 入 す る こ と に よ り 処 置 が 行 わ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 本 に 分 岐 し た ワ イ ヤ は 、 ３ 本 に 分 か れ て い る
い わ ゆ る 三 脚 で あ れ ば 病 変 部 の 周 囲 組 織 の 固 定 の 安 定 性 と Ｉ Ｔ ナ イ フ や フ ッ ク ナ イ フ 等 に
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そ し て 、 切 除 さ れ た 病 変 部 ３ １ を 図 示 し な い 三 脚 か 回 収
用 ネ ッ ト を 用 い て 捕 獲 し 、 病 変 部 ３ １ を 内 視 鏡 を 引 き 抜 い て 回 収 す る 。

複 数



よ る 切 開 の た め の 隙 間 の 大 き さ か ら し て 最 も 好 ま し い 結 果 が 得 ら れ る 。

(11) JP 2007-82845 A 2007.4.5



专利名称(译) 内窥镜治疗仪

公开(公告)号 JP2007082845A 公开(公告)日 2007-04-05

申请号 JP2005276745 申请日 2005-09-22

[标]申请(专利权)人(译) 国立大学法人鸟取大学

申请(专利权)人(译) 国立大学法人鸟取大学

[标]发明人 植木賢

发明人 植木 賢

IPC分类号 A61B17/00 A61B1/00 A61B17/28

FI分类号 A61B17/00.320 A61B1/00.334.D A61B17/28.310 A61B1/018.515 A61B17/28 A61B17/29

F-TERM分类号 4C060/GG23 4C060/GG24 4C061/GG15 4C061/HH21 4C061/HH56 4C061/JJ06 4C061/JJ11 4C160
/EE21 4C160/GG23 4C160/GG24 4C160/MM43 4C160/NN02 4C160/NN09 4C160/NN14 4C161/GG15 
4C161/HH21 4C161/HH56 4C161/JJ06 4C161/JJ11

其他公开文献 JP4117355B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：仅一次插入内窥镜或内窥镜治疗工具，并由一个人操作，
而且，即使其结构简单，也可以容易地提起病变部位。 提供一种能够安
全地切除病变部分而没有穿孔的内窥镜治疗工具。 本发明的内窥镜治疗
仪（10）包括第一抓钳（12），该第一抓钳附接到布置在挠性管（13）
中的挠性护套（15）的远端， 用于操作抓紧钳的线穿过护套15。 弹性夹
具操作线穿过挠性管13， 布置在挠性管13的远端侧上并且能够压紧或抓
握并固定病变的周围组织的固定器11，该病变设置在固定器操作线的一
端， 配备。 [选择图]图2
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